
こ
こ
数
年
、
国
内
外
を
問
わ
ず
金
融
機

関
は
、
大
き
な
変
化
に
直
面
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
変
化
を
捉
え
る
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、「
垣

根
の
撤
廃
」と「
機
能
分
化
」で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

垣
根
と
は
、
国
、
市
場
、
商
品
な
ど
の
間

に
存
在
し
て
い
た
垣
根
を
意
味
す
る
。
マ
ネ

ー
が
国
境
を
越
え
、
株
式
市
場
、
債
券
市

場
、
商
品
市
場
と
さ
ま
ざ
ま
な
市
場
を
行

き
交
い
、
ま
た
規
制
緩
和
に
よ
り
銀
行
、
証

券
、
保
険
等
の
業
態
間
の
垣
根
が
低
く
な
っ

て
い
る
。
資
本
市
場
で
は
、ク
レ
ジ
ッ
ト
・
デ
リ

バ
テ
ィ
ブ
、
株
式
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
、
保
険
デ
リ
バ
テ

ィ
ブ
な
ど
が
、
大
き
な
市
場
を
形
成
し
て
い

る
。
最
近
で
は
、
融
資
は
銀
行
、
株
式
は
証

券
会
社
、
保
険
は
保
険
会
社
と
い
う
よ
う
に

扱
う
商
品
に
よ
っ
て
金
融
機
関
の
種
類
を
区

分
け
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

業
態
を
超
え
た
競
争
時
代
に
お
け
る
キ

ー
ワ
ー
ド
は
、「
機
能
分
化
」で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
は
、
金
融
業
務
へ
の
参
入
や
グ
ロ
ー
バ
ル
な

競
争
が
制
限
さ
れ
て
い
た
の
で
、
資
金
量
、
資

本
量
な
ど
の
国
内
、
業
界
内
で
の
規
模
や
量

的
側
面
が
重
視
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が

ら「
垣
根
の
撤
廃
」に
よ
る
競
争
激
化
の
中

で
は
、
資
本
効
率
、
リ
ス
ク
管
理
な
ど
の
質

的
な
側
面
を
重
視
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て

き
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
背
景
に
は
、デ
リ
バ
ティ

ブ
や
証
券
化
の
普
及
に
よ
り
、
資
金
の
効
率

を
あ
げ
る
こ
と
や
レ
バ
レ
ッ
ジ
を
掛
け
る
こ
と

が
簡
単
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
資
金
量
や

規
模
に
か
か
わ
ら
ず
大
き
な
収
益
を
あ
げ

る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
一
方
で
、
そ
れ
ら
の

暴
走
を
抑
え
る
た
め
に
リ
ス
ク
管
理
を
重

視
し
た
り
、
ま
た
リ
ス
ク
の
バ
ッ
フ
ァ
ー
と
し
て

の
資
本
を
効
率
的
に
配
分
す
る
こ
と
が
必

要
に
な
っ
て
き
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
資

本
や
経
営
資
源
の
効
率
化
の
要
請
に
よ
り
、

運
用
、
案
件
組
成
、
事
務
管
理
、
販
売
と
い

っ
た
機
能
分
化
が
促
進
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

金
融
機
関
は
ど
の
分
野
に
力
点
を
置
く
か

選
択
を
迫
ら
れ
よ
う
。

運
用運

用
と
は
、
自
己
や
他
人
の
資
金
の
運
用

を
意
味
す
る
こ
と
が
一
般
的
だ
が
、
オ
フ
バ

ラ
ン
ス
の
運
用
手
法
の
発
達
に
よ
り
運
用
の

概
念
が
拡
大
し
、「
リ
ス
ク
を
取
り
、
利
益
を

あ
げ
る
」と
定
義
し
た
方
が
適
当
で
あ
る
。

欧
米
に
お
い
て
は
、
運
用
に
特
化
し
た
投
信

や
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
な
ど
が
急
成
長
し
て
お
り
、

ま
た
そ
れ
ら
の
運
用
成
績
を
客
観
的
に
評

価
す
る
た
め
格
付
機
関
が
登
場
す
る
な
ど
、

資
産
運
用
の
市
場
は
発
展
し
続
け
て
い
る
。

運
用
成
績
を
あ
げ
る
た
め
に
は
、
ト
レ
ー
ダ

ー
、フ
ァ
ン
ド
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、ア
ナ
リ
ス
ト
や

リ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な
ど
数
多
く
の
優
秀

な
人
材
を
確
保
す
る
た
め
に
多
額
の
人
件

費
や
膨
大
な
シ
ス
テ
ム
関
連
投
資
が
必
要
で

あ
る
。日
本
に
お
い
て
も
自
社
運
用
を
諦
め
、

運
用
を
外
部
委
託
へ
切
替
え
る
金
融
機
関

が
増
加
す
る
に
違
い
な
い
。

案
件
組
成

案
件
組
成
は
、
証
券
化
、シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
ロ

ー
ン
の
組
成
や
株
式
・
債
券
の
引
受
け
な
ど

の
機
能
で
あ
る
。
こ
の
分
野
の
特
徴
は
、
手

数
料
収
入
を
主
体
に
し
て
お
り
、
少
な
い
資

本
で
収
益
を
稼
げ
る
部
門
で
あ
る
反
面
、
恒

常
的
に
過
当
競
争
の
分
野
だ
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
競
争
力
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
確

実
な
案
件
組
成
能
力
と
新
機
軸
の
導
入
が

必
要
で
、
最
終
的
に
は
優
秀
な
人
材
と
そ
れ

を
運
用
す
る
柔
軟
な
組
織
に
帰
結
す
る
。

事
務
管
理

事
務
管
理
は
、
シ
ス
テ
ム
投
資
な
ど
に
よ

り
莫
大
な
費
用
が
か
か
る
分
野
で
あ
る
が
、

規
模
の
利
益
が
最
も
働
く
分
野
で
も
あ
る
。

今
後
、
事
務
部
門
の
外
部
委
託
が
進
む
中
、

欧
米
と
同
様
に
日
本
で
も
事
務
代
行
や
信

託
業
務
に
特
化
し
た
優
良
金
融
機
関
の
出

現
が
期
待
さ
れ
る
。

販
売販

売
は
、
預
金
吸
収
、
保
険
販
売
、
証
券

販
売
な
ど
の
営
業
力
を
意
味
す
る
。
販
売

力
は
、
銀
行
、
証
券
、
保
険
等
の
業
種
を
問

わ
ず
、
ま
た
ホ
ー
ル
セ
ー
ル
、
リ
テ
ー
ル
を
問

わ
ず
重
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

ま
た
こ
れ
ま
で
護
送
船
団
行
政
に
お
い
て

は
、
販
売
力
が
圧
倒
的
に
重
視
さ
れ
て
い
た

が
、
今
後
は
保
険
、
証
券
、
預
金
な
ど
の
多

く
の
金
融
商
品
を
包
括
的
に
、
ま
た
い
か
に

安
い
コ
ス
ト
で
販
売
で
き
る
か
が
鍵
で
あ
る
。

雇
用
形
態
の
変
化

機
能
分
化
の
流
れ
は
、
雇
用
形
態
に
も

影
響
す
る
。
ド
イ
ツ
の
社
会
学
者
テ
ン
ニ
ー
ス

を
出
す
ま
で
も
な
い
が
、
ぬ
る
ま
湯
の
ゲ
マ
イ

ン
シ
ャ
フ
ト（
共
同
態
型
社
会
）か
ら
脱
皮
し

て
、
自
分
の
職
務
能
力
を
高
め
て
ゲ
ゼ
ル
シ

ャ
フ
ト（
利
益
社
会
）の
中
に
生
き
る
こ
と
を

自
覚
す
べ
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
終
身
雇

用
の
運
命
共
同
体
に
身
を
置
い
て
社
蓄
化

す
る
よ
り
、
社
蓄
解
放
に
よ
り
失
業
す
る

「
自
由
」と
職
務
の
選
択
の「
自
由
」を
手
に

入
れ
る
と
い
う
社
会
意
識
改
革
が
、
案
外
日

本
の
企
業
再
生
の
近
道
か
も
し
れ
な
い
。
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